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論 文 内 容 の 要 旨 
 本稿は、近年、「観光まちづくり」と呼ばれるまちづくりによる観光地についての研究である。まちづくり型
観光地という従来型とは一線を画する観光地が、どの過程において、どのような作用によって、どのように変
化するのかを確認してみる、そこから観光地の成長管理に向けた新たな課題が得られるのではないか。本稿は、
「場」によって観光地のなかでも、まだ先行研究が多くないまちづくり型観光地の発展の過程をみたい。 
・観光地における「場」 
 まちづくり型の観光地の「場」は、観光地にかかわる多様な主体による「共通の感覚」を中心に自然発生的
につくられる。観光地における観光産業や観光行政その他組合やNPO等は、それぞれの「共通の感覚」に訴えか
ける創意でもってそれぞれの役割を果たす。これによって、観光者の「共通の感覚」への共鳴は高められる。
こうした観光地の「場」の苗床はコミュニティに見られる。コミュニティは生活と結びついており、観光もそ
の一部に含められる。 
・観光地の変化 
 観光地を事業者の集積と見たとき、事業者は構造的に相互に「依存と競争」の関係にある。「街商人精神」を
持った事業者達は小規模な経営のなかで「こだわり（＝創意）」を持って、「より個性的な消費者を対象に」、「彼
らがもつ個性やこだわりに訴えよう」としてきた。事業者は基本的なサービスとこのこだわりによって観光者
に自らのサービスを提供し、ひとつの事業者では達成しえないサービスを補完しあうことによって互いに依存
し、なおかつ競争することで、観光地として観光者に訴求してきた。しかし、「依存と競争」という自らが管理
できないような不安定な状況を克服しようという「企業家精神」を持った事業者の登場によって、このバラン
スは変化しはじめる。「依存と競争」によらないということは、同時に「場」によらないということを意味し、
「企業家精神」を持った事業者は「共通の感覚」によらない、自己完結型の事業を展開しはじめる。 
 「企業家精神」を持った事業者が増えると、小規模であっても集積に変化が起こる。観光者には「共通の感
覚」が伝わりにくくなり、観光地における「場」の秩序が崩壊しはじめる。こだわりでもって、共鳴できる個
性的な少数の観光者を対象に行ってきた事業展開から、標準化された事業展開へと変化し、同様に客層も変化
する。観光者は増えるが、以前のようなこだわりが通じるかはわからない。こだわりに対して評価してきた観
光者が離れ出すと、観光者の消費単価が落ち始める。まちづくり型観光地の発展の過程を追ってみると、従来
型観光地化への転換の兆しを何度か経験していることがわかる。もし、まちづくり型観光地の知名度が上がっ
て入込み客数が増加し、さまざまな事業者の展開をそのまま放置すれば、従来型観光地へと変化する。 
・観光と地域の関係の再構築 
 従来型観光地においては、観光産業事業者以外の生活者は観光地から遠ざけられてきた。まちづくり型観光
地において生活と観光を切り離してしまうと、観光地としての魅力が低下しかねない。「場」を維持するために、
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観光産業事業者は職住近接であることが望ましいということ、専業の観光産業事業者が増えると地域の産業構
造に変化が起こりやすくなるということ、したがって観光産業事業者数の把握とともに観光産業事業者の専業
あるいは兼業の割合や顧客の割合なども把握しておく必要である。また、地域と観光の関係は密接であり、観
光産業事業者は観光だけに限らず地域全体のまちづくりに関心を持ちたいということ、地元生活者に配慮しと
もに「場」を築いていくことを事例で示した。 
 以上より、まちづくり型観光地の課題とは、観光地の「場」をどのように維持し、広げ、発展させていくか
が、まちづくり型観光地の課題である。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、近年、「観光まちづくり」と呼ばれて脚光を浴びるようになっているまちづくりの手法を用いた観
光地形成の分析である。名所旧跡や神社仏閣、温泉地等の観光資源をもとに自然発生してきた従来型の観光地
と異なり、人々を惹き付けうる観光地たらんとして魅力ある観光対象の研磨・創造を行っているのが「新観光
地」である。テーマパークやリゾートは、ほとんど無からそれらを作り上げようとするものだが、まちづくり
型観光地は、行政、観光産業、非営利組織などが協力して、地域の潜在的な魅力を発掘し、新たな付加価値を
創造することによって観光客を呼び込もうとしている。本論文は、そうしたまちづくり型観光地の代表的な事
例を詳細に検討し、その生成・発展および変化と現状の課題にまで説き及ぼうとするものである。 
 その研究において貫かれているのが「場」の概念である。上田氏は、観光地における「場」の概念を、単に、
商業地等における先行研究の成果を借りて論じるのではなく、まちづくり型観光地に共通するいくつかの現象
（特に、イベントの特徴と観光事業者のタイプ）から考察し、1.「共通の感覚」、2.個の創意による主張、3.
常に意識の中心に「場」がある、という３つの内容を抽出している。この概念は、今後さらなる彫琢が望まれ
るとはいえ、観光研究における上田氏のオリジナルな貢献として高く評価できる。 
 本稿は、まず序章で課題の設定と意義付けを行い、第１章「まちづくり型観光地を求めて」は、まちづくり
型観光地が注目されるまでの観光開発、観光政策を概観する。そこでは、従来型観光地と新観光地がどう異な
り、また、それらの相互関係がどのようであるかについて分析されている。両者は概念的に区別されるとはい
え、個別的には変化の過程で相互に移行しうるものでもあるとされ、そうした柔軟な把握が現実の動向分析に
力を発揮している。第２章「観光地における『場』」では、上に述べたような「場」の概念が導出されると同時
に、それによってまちづくり型観光地の特徴が活写されている。 
 まちづくり型観光地における「場」は、地域の関係者が「共通の感覚」を尊重しつつそれぞれの立場から創
意を加えてより魅力あるものとし、そこに訪れる観光者に、単なる「客」ではなくあたかも「場」の共有者・
構成者であるかのような共鳴エネルギーを生み出そうとする。それがうまく働けば、観光地は賑わう。しかし、
それは同時に、さまざまな事業者の進出と地域における「共通の感覚」の危機をも招く。第３章と第４章は、
その変化を「場」と観光事業者、「場」と地域のそれぞれについて具体的に論じる。ただしそこでは、一概に変
化や危機を望ましくないものと捉えるのではなく、観光と地域の関係が再構築される機会でもあるとされ、新
たな「場」の創造となりうる可能性を示している。終章は、そうした期待を「まちづくり型観光地の課題」と
提示して終わる。 
 本論文が対象とするまちづくり型観光地は、昨今、にわかに観光に注目しだした国の観光振興策の柱にもな
りつつある。しかし、マス・ツーリズム振興やリゾート法失敗に対するまともな反省がないままの新たな「ま
ちづくり型観光」の旗振りは、放置すれば新たなバラマキに終わり、角を矯めて牛を殺すことにもなりかねな
い。本稿の随所にそうした鋭い危機感が見られる。本論文は、そうした危機意識のもとで、まちづくり型観光
とはそもそもいかなるもので、なにゆえに成功し、いかに失敗するのかを実証的かつ原理的に説明しようとし
ている。何度も現場を調査した上での実証が優れているのはもちろんであるが、「場」の概念を用いて一貫した
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説明がなされている点が高く評価できる。また、その際に、経営学・商学系の研究だけではなく、内発的発展
論の研究系譜も踏まえて理論化している。こうした議論は、近年ますます注目されてきているソーシャル・キ
ャピタル論やコンヴァンシオン論とも接合可能なものであり、ソフト的な公共財分析を観光論に導入した論文
として意義深く思われる。今後の課題としては、先にあげたような「場」の概念のさらなる発展や、まちづく
り型観光地における「まちづくり」とその他の場面における「まちづくり」との異同などいくつかの点を指摘
しうるが、上記の点で本論文が果たした貢献は大きく、論文審査委員会は全員一致して、本論文が博士（商学）
の学位を授与するに値するものと判断した。 
